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私は常々,世 界各国のお国柄いわゆる 「国民性」 とい うものは,ど こか

ら生じるのだろ うかと疑問に思ってきた。例えば私の場合,外 国生活が長

く,一 番長 く住んだのは英国であるが,そ の英国と,私 が生まれ育った日

本 との間に横たわ る 「国民性」の隔た りの大 きさを,事 あるごとに骨身に

しみて感じてきた。その発想の根本的な相違のもとになるものが一体 どこ

にあるのだろ うかとsず っと考え続けてきたのである。

それでは人間としての個々がもつ 「国民性」はどこで芽ばえ,ど うい う

過程を経て決定化されてい くのかとい うと,そ れは大人になる以前である

と結論づけられ よう。むろん成人してから後の外部や環境からの影響や感

化とい うことも十分考えられるが,む しろ幼ないときの教育にスポ ットラ

イ トをあてて考えるべきであろ う。つま り,と くに幼児や児童教育の過程

に,そ の国民が自分たちの一番大切に思 うこと,こ うあって欲しい と願 う

こと,あ るいは絶対にそ うあってはならないとい う戒めなどが凝縮されて

いると思 うからである。そして一方,教 育を受ける側の幼児や児童にとっ

ては,記 憶のはじまる頃から自分で判断ができる頃までの間,言 いかえれ

ば心も体 もきわめて未熟な時に植えつけられた教育や体験こそが,そ の人

間の思考や行動様式の原型 となるのである。となれぽ,幼 児教育 ・初等教

育なるものが,そ の国民性の基底 となる重要な役割を果たしているといっ

ても過言ではない。

そこでこうした問題を考えるために,あ る童話を取 り上げて,日 本 と英

国の幼児 ・児童の教育の違いを考えてみたいと思 う。ひとつは 日英きつね

の比較 として 日本の 「ごんぎつね」 とイギ リスの 「ハーキン」iも うひ と

つは日本の教科書に載った 「小さい白いにわ とり」 とその原作であるイギ

リスのTheLittleRedHen(小 さい赤いめん どり)で ある。
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まず 日英 きつねの比較であ るが,イ ギ リスの きつ ね の物 語Harquinと,

日本 語 に翻 訳 され た 「に げ ろハ ー キソ」の間に,す でに 日英 の ズ レが でて

きて い る ことを指摘 したい。題名か らそのズレは始 まっている。単にきつ

ね の名前が題名のHarquinは,「 にげ ろ ハー キ ソ」 とな る。 しか し物語の

内容は後 ろ向きの 「にげろ」 ではな く,む しろ 「英 雄」 とで も言 うべ き勝

者 としてのハーキ ソである。 また最初の1行 に して も 「ハ ーキ ソ とい うい

た ず らぎつねがい ました」 であ るが,原 文 には 「い たず ら」 は な く,単 に

「きつね がい ました」に過 ぎない。この ようなズレ 日本の子供 向けに味

つけ された箇所は他に も見 られ,そ れ らは講 演 の折,指 摘 した 通 りであ る。

次 に 「ごん ぎつね」 との比較であるが,日 本 人に 愛 さ れ る 「ご ん ぎ つ

ね 」 と,イ ギ リス人 に愛 され る 「ハ ーキ ソ」 の違い こそ,日 英 の価 値 観

人 生観 の違 い を如 実 に表わ してい るといえ よう。 ともに素晴 らしい名作童

話 であるが,ハ ー キ ンは権 力者 の地主 に 戦い を挑み まん まと勝つ。 ごんの

力は兵十 と仲 よ くな りたい と願 いつつ,誤 解 が も とでそ の兵 十 に撃 たれ る。

いわぽ正反対のス トー リーであ る。 しか も結末は,ハ ー キ ソの息子 が今 に

満 足 せず,さ らに谷 の 向 こ うへ 行 くこ とを考Lて い るの に対 し,最 期 の き

わ に 兵十 か ら分 か って もらえ満足の うちに死ぬ ごん 。 まだ思考 の固 ま

らない幼い頃にハーキ ソで育つ 子供 と,ご ん ぎつ ね で育つ 子供 … … これ が

国 民性の核 とな って大人へ と育 ってい くのである。

次に 「小 さい白いにわ と り」 であ るが,こ ち ら も題 名 か ら違 ってい る。

原 題 であるTheLittleRedHenの 「赤」 がな ぜわ ざわ ざ 「白」 に 変 え

られてい るのだろ うか。 そして原作では 「働か ざるもの食 うべからず」 と

ぽか りに,働 い てパ ンを こし らえた め ん ど りが,働 か なか った ブ タや ネ ズ

ミを 尻 目に,ゆ うゆ うとパ ソを食 べ る場 面 で話は終わ ってい る。 ところが

日本の小学校一年生用 のあ る教科書に載 った この話は,や き上 が った パ ン

を さあ ど うし よ うか,と い うと ころ で終わ りで あ る。 そ してその続 きを皆

で話 し合い まし ょうとい うのであるが,挿 絵 には にわ と りもブ タや ネズ ミ

も つ ま り働 いた ものも働 かなか った ものも,皆 仲 よ く楽 しそ うに パ ソ

を 囲 んで いる場面 が描 かれ てい るのである。 もともと 「働 かざるもの食 う

べか らず」 といいたいための童話であ って も,「 み んな 仲 よ く」 と い っ た

人 の和 の方を尊 し とす る 日本に入 ってきた とたん,「 働 か ざ る もの に も 分

け 与 え よ」 とい う結末へ と変えられ てしま うのであ る。 イギ リスは個人主
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義の国 とよ く言われ るが,子 供 の 頃か ら こ うした 厳 しい 話 を聞いて育てら

れていれ ぽ,当 然 そ の よ うに育つ,ま たそれ を居心 地 よ く感 じる よ うにな

るわけである。一方 日本人に とっても,集 団主 義,仲 間意 識 を第 一 と考s

る子供 が 育つ とい うこ とに な る。教育の大切 さ,む ず か し さは,単 に読 み

書 きを教 え るだけ で な く,こ うした感 じ方考 え方 を培 ってい くところにあ

るといえ よう。


